
 
 

 
 

 
 

四
大
節 

終
戦
前
で
、
私
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
、

四
大
節
に
は
学
校
で
式
典
が
あ
っ
た
。
四

大
節
と
は
、
一
月
一
日
四
方
拝
。
二
月
十

一
日
紀
元
節
。
四
月
二
十
九
日
天
長
節
。

十
一
月
三
日
明
治
節
の
事
だ
。 

そ
の
日
の
授
業
は
休
み
、
生
徒
は
殆
ど

全
員
、
羽
織
、
袴
。
男
先
生
は
一
張
羅
の

背
広
に
ネ
ク
タ
イ
。女
先
生
は
着
物
に
袴
。

誰
も
が
持
っ
て
い
る
一
番
よ
い
着
物
を
着

て
く
る
。 

校
庭
の
一
郭
に
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

の
写
真
を
保
管
し
て
あ
る
奉
安
殿
か
ら
、

校
長
先
生
が
両
陛
下
の
写
真
を
、
恭
し
く

捧
げ
持
ち
、
講
堂
の
壇
上
に
飾
る
。
先
生

や
児
童
生
徒
全
員
整
列
、
式
が
始
ま
る
。 

ま
ず
オ
ル
ガ
ン
の
音
に
合
わ
せ
修
礼
。

国
歌
君
が
代
斉
唱
、
校
長
先
生
の
教
育
勅

語
朗
読
。
一
月
一
日
は
「
年
の
初
め
の
た

め
し
と
て
」
と
歌
い
出
し
で
始
ま
る
四
方
拝
の
歌
を
歌
い
、
長
々
と
校
長
先
生
の

訓
話
が
あ
り
、
オ
ル
ガ
ン
に
合
わ
せ
て
終
礼
、
式
は
終
了
。
全
員
校
庭
に
整
列
、

両
陛
下
の
御
写
真
を
又
校
長
先
生
が
捧
げ
持
ち
、奉
安
殿
に
収
納
し
て
解
散
す
る
。

こ
の
行
事
を
年
四
回
行
う
。 

奉
安
殿
は
一
坪
位
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
、屋
根
は
お
寺
と
同
じ
構
造
だ
。

扉
は
厚
い
鉄
製
で
、
デ
ッ
カ
イ
鍵
が
掛
か
っ
て
い
る
。
朝
登
校
し
て
来
る
と
、
ま

ず
奉
安
殿
に
向
か
っ
て
、
最
敬
礼
し
て
か
ら
教
室
に
入
る
。
現
代
の
人
々
に
は
信

じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
敗
戦
で
奉
安
殿
は
、
無
く
な
り
、
祝
日
も
登
校
せ
ず
、
休

み
に
な
っ
た
。 

終
戦
前
の
我
が
家
も
正
直
云
っ
て
皆
に
呆
れ
ら
れ
る
ほ
ど
厳
格
な
生
活
だ
っ

た
。
四
大
節
の
夜
は
我
が
家
で
も
や
っ
た
。
家
の
一
番
奥
の
部
屋
は
十
二
畳
の
床

の
間
と
云
っ
た
。
此
処
で
式
を
挙
げ
る
。
オ
ル
ガ
ン
が
無
い
か
ら
親
父
が
「
一
・

道路から見た生家 



二
・
三
・
ハ
イ
」（
君
が
代
は
千
代
に
八
千
代
に
・
・
・
・
・
・
・
）
と
父
母
を

前
に
後
ろ
に
一
列
に
六
人
の
子
供
が
並
び
、
四
方
拝
の
歌
を
歌
う
。
食
事
は
そ
の

後
、
一
人
々
々
の
お
膳
が
あ
る
前
に
座
り
、
親
が
「
戴
き
ま
す
」
と
言
っ
て
か
ら

一
斉
に
私
達
も
「
戴
き
ま
す
」
と
言
っ
て
か
ら
食
事
に
附
く
。 

お
正
月
十
日
間
、
お
彼
岸
中
、
お
盆
、
大
晦
日
、
誕
生
日
、
等
は
床
の
間
に
集

ま
っ
て
食
事
を
す
る
。ふ
だ
ん
は
台
所
の
広
い
板
の
間
に
座
り
自
分
の
お
膳
で
食

事
す
る
。
食
器
は
自
分
の
物
を
洗
い
お
膳
に
伏
せ
、
戸
棚
に
片
づ
け
る
。 

学
校
に
行
く
前
に
、受
け
持
ち
の
部
屋
や
縁
側
を
掃
除
し
て
か
ら
で
な
い
と
叱

ら
れ
る
。 

少
し
で
も
悪
さ
を
す
れ
ば
、
お
し
り
を
叩
か
れ
る
。
着
物
で
パ
ン
ツ
は
穿
い
て

い
な
い
か
ら
、
着
物
を
め
く
れ
ば
ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
だ
。
お
尻
は
平
手
で
叩
か
れ
れ

ば
痛
い
。
親
父
は
絶
対
頭
を
叩
か
な
か
っ
た
。
夜
な
ど
私
は
兄
弟
で
一
番
多
く
ご

飯
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
ず
、
家
の
外
に
出
さ
れ
た
。 

一
時
間
位
ベ
ソ
を
か
き
な
が
ら
外
に
居
る
と
、
母
親
が
迎
え
に
来
る
。
毎
度
の

同
じ
パ
タ
ー
ン
だ
。 

「
謝
っ
て
や
っ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
す
ね
え
っ
て
言
う
ん
だ
ぞ
」。 

母
に
連
れ
ら
れ
父
の
前
に
手
を
付
き 

「
こ
れ
か
ら
、し
な
い
か
ら
か
ら
、勘
弁
し
て
け
さ
い
」と
言
っ
て
ワ
ー
と
泣
く
。

幼
少
時
代
の
親
の
躾
だ
。 

親
の
呼
び
名
も
「
お
と
さ
ん
」「
お
か
さ
ん
」
と
呼
び
、
兄
弟
ど
う
し
で
も
（
さ

ん
）（
ち
ゃ
ん
）
を
必
ず
付
け
て
呼
ん
だ
。 

兄
さ
ん
、
富
ち
ゃ
ん
、
泰
ち
ゃ
ん
、
欽
ち
ゃ
ん
、
末
の
妹
を
隆
ち
ゃ
ん
、
今
で

も
そ
う
だ
が
、
あ
の
当
時
、
親
、
兄
弟
に
敬
語
を
付
け
て
呼
び
合
う
家
庭
は
殆
ど

無
い
。 

私
達
は
小
さ
い
時
か
ら
厳
格
に
育
て
ら
れ
た
。祖
父
の
時
代
も
同
じ
だ
っ
た
様

だ
。
そ
の
為
だ
っ
た
か
は
分
ら
な
い
が
、
私
達
兄
弟
は
、
肝
っ
玉
が
小
さ
く
、
意

志
が
弱
い
。
私
は
と
り
わ
け
意
志
が
弱
い
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
の
性
格
だ
か
ら
直

し
よ
う
が
な
い
が
。 

で
も
こ
の
世
に
産
ん
で
く
れ
、
育
て
て
く
れ
た
、
親
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
十
四
年
九
月
五
日 


